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研究成果の概要（和文）：  本研究は、Brown & Levinson(1987/田中監訳, 2011)のポライトネス理論をベースに、外
国人学習者を対象とした日本語教育と日本人英語学習者を対象とした英語教育の教室内コミュニケーションを分析し、
ポライトネスの視点からその共通点（普遍性）と相違点を検証することを目的とした。具体的な課題は、日本語授業お
よび英語授業の録画データから、ポライトネス理論の要であるポジティブ・フェイスとネガティブ・フェイスに焦点を
当て、相互作用による共同構築の形としての教室談話の特徴はなにか、日英両教室談話に違いがあるかを分析し、B&L
理論のポライトネスの普遍性を検証した。

研究成果の概要（英文）：   This study compares discourse of JSL and EFL classrooms in terms of teacher stu
dent interaction, particularly in the light of Brown and Levinson's politeness theory (1987). Using the no
tion of "face" (positive face and negative face) in the theory, similarities and differences in the two cl
assroom types are discussed. The findings are; 1) all kinds of positive politeness strategies except one (
strategy 12) were used in both classrooms, 2) the same types of negative politeness strategies (strategies
 3, 8, 9, and 10) were avoided in both classrooms, and 3) the mixture of both positive and negative polite
ness strategies was recognized in a sentence or discourse in both JSL and EFL classrooms. The reasons of t
he above findings were discussed. With some idiosyncratic differences of JSL and EFL classrooms, it can be
 said that politeness theory is universal, and can be used to analyze an institutional discourse such as c
lassrooms. 
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１．研究開始当初の背景 
学術的背景として、１）教室談話研究の

動向、２）ポライトネス理論を使った研究

動向、３）応募者のこれまでの研究成果と

本研究着想に至った経緯の順に述べる。 

１）教室談話研究の動向―第二言語・外国

語教育の教室談話研究は、第一言語の教室

談話研究の影響を受けながら、夥しい数の

研究が行われてきた（Mehan, 1979; Sinclare

他, 1975 等）。特に初期の研究は、教師主導

の教室形態に着目した、教室の相互作用の

構造モデル（三項構造）―IRF（教師の問

いかけ－学習者の答え－教師の評価）

（Mehan, 1979）の枠組みを使っての、教師

と学習者の相互作用を分析する形がとられ

ることが多かった。しかし近年、ビデオ等

のデータ収集法の進歩に伴い会話分析や民

族誌的手法によって、教室談話研究はその

学習過程を教師と学習者だけでなく、学習

者と学習者、さらに教師も含めた授業参加

者全員の相互作用による共同構築の形とし

て捉えなおし、教室参加者による活発な教

室活動をより詳細に明らかにしてきている

（Markee & Kasper, 2004; Seedhouse, 2004

等）。本研究はそのような流れを受けて教室

談話を分析した。 

２）ポライトネス理論―ポライトネス研究

では、Brown & Levinson（1987/田中監訳, 

2011)がよく知られており、近年は特に語用

論、社会言語学、談話分析などの分野で注

目を浴びている。日本語の敬語体系で代表

される”丁寧さ”とは異なる観点で、「人の

フェイスに配慮した円滑な人間関係の確立

と維持のための行動」とされる。その研究

は発話行為とフェイスを扱った研究（伊藤, 

2002; 権, 2008; 李, 2008 等）から談話を扱

った研究（大橋, 2008；銅直, 2001 等) に広

がりを見せている。本研究では、教室談話

に見られるポライトネスに焦点を当てた。  

３）応募者のこれまでの研究成果と本研究

着想に至った経緯―研究代表者（山下早代

子）は科研基盤研究 (B)(代表村岡英裕 , 

H16-19）で日本語教室談話の録画データを

半年間にわたり多量に収集し、まとめた（山

下 , 2009）。また、Brown & Levinson

（1987）の翻訳者の一人として翻訳（田中

監訳, 2011-研究社)に関わり、その理論に精

通している。これらの知見と蓄積データを

使って本研究を実施した。 

 

２．研究の目的 

本研究は、Brown & Levinson(1987/田中

監訳, 2011)のポライトネス理論（後述）を

ベースに、外国人学習者を対象とした日本

語教育と日本人英語学習者を対象とした英

語教育の教室内コミュニケーションを分析

し、ポライトネスの視点からその共通点（普

遍性）と相違点を検証することを目的とし

た。具体的な課題は、日本語授業および英

語授業のデータから、ポライトネス理論の

要であるポジティブ・フェイスとネガティ

ブ・フェイスに焦点を当て、相互作用によ

る共同構築の形としての教室談話（教師と

学生のインターアクション、学生と学生の

インターアクション）の特徴はなにか、日

英両教室談話に違いがあるか、を分析し、

B&L 理論のポライトネスの普遍性を検証

することである。 
 
３．研究の方法 
教室談話に見られるポライトネスを日英

教室談話の両方からのデータをもとに比較

分析した。初年度は海外での最新の研究動

向を探り、先行研究を整理し、理論的基盤

を強固なものにした。日本語教育現場の談

話データは半年間にわたって収集したデー

タ（60 時間分）をすでに所有していた。英

語教室談話データに関しては新たに収集し

た。収集後、分析に向けて一部の文字おこ

し、およびデータ入力を行った。 

二年目は、実際に収集したデータ、①外



国人学習者を対象とした大学日本語教育

（JSL）の教室談話録画データと②日本人

英語学習者を対象とした大学英語教育

（EFL）の教室談話録画データを詳細に分

析し、ポライトネスの視点からその共通点

（普遍性）と相違点を検証した。それぞれ

の録画データから、ポライトネス理論の中

心であるポジティブ・ポライトネス・スト

ラテジーとネガティブ・ポライトネス・ス

トラテジーに焦点を当て、相互作用による

共同構築の形としての教室談話の特徴を明

らかにした。 

 

４．研究成果 

Brown & Levinson(1987)のポライトネ

ス理論が日英教室談話においても普遍性が

あることが明らかになった。B&L ポライト

ネス理論の普遍性は様々な形で検証が行わ

れているが、教室談話の中でそれを検証す

ることは海外でも未だ行われておらず、こ

れを初めて明らかにした意義と重要性は大

きい。 
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